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１. 全体のテキスト
【新改訳2017】詩篇23篇 ダビデの賛歌

1 主は私の羊飼い。私は乏しいことがありません。
2  主は私を緑の牧場に伏させ いこいのみぎわに伴われます。
3  主は私のたましいを生き返らせ
御名のゆえに 私を義の道に導かれます。

4  たとえ 死の陰の谷を歩むとしても 私はわざわいを恐れません。
あなたが ともにおられますから。
あなたのむちとあなたの杖 それが私の慰めです。

5  私の敵をよそに あなたは私の前に食卓を整え
頭に香油を注いでくださいます。私の杯は あふれています。

6  まことに 私のいのちの日の限り
いつくしみと恵みが 私を追って来るでしょう。
私はいつまでも 主の家に住まいます。



2.「人称」①
【新改訳2017】詩篇23篇 ダビデの賛歌

1 主は私の羊飼い。私は乏しいことがありません。
2 主は私を緑の牧場に伏させ いこいのみぎわに伴われます。
3 主は私のたましいを生き返らせ
御名のゆえに 私を義の道に導かれます。

4 たとえ 死の陰の谷を歩むとしても 私はわざわいを恐れません。
あなたが ともにおられますから。
あなたのむちとあなたの杖 それが私の慰めです。

5 私の敵をよそに あなたは私の前に食卓を整え
頭に香油を注いでくださいます。私の杯は あふれています。

6 まことに 私のいのちの日の限り
いつくしみと恵みが 私を追って来るでしょう。
私はいつまでも 主の家に住まいます。



2.「人称」②
●詩篇23篇は「主」と「私」という人称しかありません。4～5節で
は「主」が「あなた」に置き換えられています。この詩篇は「主と私
のかかわり」を語っている詩篇です。
●ところで、ここにある「私」とは誰のことを指しているのでしょう
か。表題にはダビデによるとありますから、ダビデだと思ってしまい
ます。詩篇の多くはダビデによるものですが、イェシュアはダビデよ
りも前におられる先取的存在です。つまり、ダビデはイェシュアを証
しするために存在させられているという前提で見るならば、この
視点は「御父と御子のかかわり」を歌った詩篇と見ることができ
ます。その御子は「人となられたイェシュア」です。そのかかわ
りの中に、私たちをも招かれているのです。



3. 今回のテキスト
たとえ 死の陰の谷を歩むとしても 私はわざわいを恐れません。
あなたが ともにおられますから。
あなたのむちとあなたの杖 それが私の慰めです。

ラー ローイーラー ツルマーヴェット ベゲー キーエーレーフ ガム

־אֵלֵ� בְּגֵיא צַלְמָוֶת לאֹ־אִירָא רָע גַּם כִּי
 わざわいを わたしは恐れない 死の陰の 谷の中を たとえ私が歩みとしても

                                                                             インマーディー キーアッター

־אַתָּה עִמָּדִי כִּי
私とともに あなたが なぜなら

イェナハムニー ヘーンマー ウーミシュアンテハー シヴテハー

מִשְׁעַנְתֶּ� הֵמָּה יְנַחֲמֻנִיוּשִׁבְטְ� 
                                      私の慰め それが ～とあなたの杖 あなたのむち



4.「恐れません」①
●４節までは「主と私」であったのが、4節では「あなたと私」に
変わります。いずれも「御父と御子」のかかわりで、以下のように、
強意の否定形で、その結びつきを表現しています。

1節
「私は乏しいことがありません」(ローエフサール： אֶחְסָרלאֹ )
4節
「私はわざわいを恐れません」(ローイーラー ラー: לאֹ־אִירָא רָע)

●「恐れ」は人が罪を犯す前には存在しなかった感情です。
「恐れ」と「畏れ」の違いは、人が神という源泉をもっているか、
いないかの違いです。「愛には恐れがありません」(Ⅰヨハ3:18)



4.「恐れません」②
●何を「恐れない」のかと言えば、それは「災い」(ラー：רָע)です。
ここでの「災い」とは「死の陰の谷を歩む時」です。「死の陰の谷を
歩む時」とは、まさに「死の中を通るとき」を意味します。「死の
陰」は「ツァルマーヴェット」(צַלְמָוֶת)ですが、これは「死」を意味
する「マーヴェット」(מָוֶת)と「陰」を意味する「ツェ―ル」(צֵל)か
ら成る合成語です。また「死の陰の谷」の「谷」は「ガヴェ」( וְאגַּ  )
で、連語形は「ゲー」( יאגֵּ  )となります。「死の陰の谷」という
フレーズは、聖書でここ一回限りですが、意味としては「よみ」のこ
とです。「死」(マーヴェット：מָוֶת)の語源は「死ぬ」で「ムート」
。です(מוּת)
●つまり、御子は「死」という状況に際しても、「恐れません」と
言っているのです。



4.「恐れません」③
【新改訳2017】ヘブル人への手紙2章14～18節

14 そういうわけで、子たちがみな血と肉を持っているので、イエス
もまた同じように、それらのものをお持ちになりました。それは、死
の力を持つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によって滅ぼし、
15 死の恐怖(エーマット・ハンマーヴェット： וֶתהַמָּ  אֵימַת )によって
一生涯奴隷としてつながれていた人々を解放するためでした。
17 ・・神に関わる事柄について、あわれみ深い、忠実な大祭司とな
るために、イエスはすべての点で兄弟たちと同じようにならなければ
なりませんでした。それで民の罪の宥めがなされたのです。
18 イエスは、自ら試みを受けて苦しまれたからこそ、試みられてい
る者たちを助けることができるのです。



4.「恐れません」④
【新改訳2017】イザヤ書 9章2節
闇の中を歩んでいた民は大きな光を見る。
死の陰の地に住んでいた者たちの上に光が輝く。

●「闇の中を歩んでいた民」と「死の陰の地に住んでいた者たち」と
は同義です。彼らは「ゼブルン」と「ナフタリ」の地域に住んでいま
した。この地域はアッシリアによって滅びました。ある者は捕囚され、
ある者たちは雑婚させられて、神の民としてのアイデンティティを喪
失させられたのです。これは民族としての「死」を意味していました。
しかし神はそうした民をも回復させることができるのです。七百年後
にこの預言はイェシュアの十字架の死と復活によって、包括的に成就
しています、しかし究極的には「いまだ」なのです。



4.「恐れません」⑤
●御子イェシュアは「苦しめられ、死んでよみがえること」を三度も
弟子たちに語っています。これは神が定められたみこころであり、
神の必然です。このことなしに、人々を死の恐怖(エーマット・ハン
マーヴェット： וֶתהַמָּ  אֵימַת )によって一生涯奴隷としてつながれて
いた人々を解放することはできないからです。

●なぜ、「災いである死を恐れないのか」と言えば、
「あなたが私とともにおられるから」(キーアッター・インマディー：

דִיעִמָּ  הי־אַתָּ כִּ  )です。このことを、イェシュアは御父に大声で
「父よ。わが霊を御手にゆだねます」と叫ばれました。
これは、イェシュアの十字架上の最後のことばです。



４.「恐れません」⑥
神に「ゆだねる」とはどういうことか。

●カソリックの司祭で、プロテスタントにも大きな影響を与えている
人に、ヘンリー・ナウエンという方がいます。その人がある本の中で
空中ブランコサーカスのスターに演技についての秘訣を聞いた話を書
いています。それによれば、「サーカスの観客は飛び手がスターだと
思っているが、ホントのスターは受け手だということです。うまく飛
べる秘訣は飛び手は何もせず、全て受け手にまかせることなのです。
飛び手は受け手に向かって飛ぶ時、ただ両手を拡げて受け手がしっか
り受けとめてくれると信じてジャンプすることなのです。空中ブラン
コで最悪なのは飛び手が受け手をつかもうとすることなのです。」



４.「恐れません」⑦
●この言葉を聞いたナウエンは一つの啓示を受けます。
「恐れなくてもよいのだ。私たちは神さまの子ども、神さまは暗闇に向
かってジャンプするあなたを闇の向こうでしっかり受けとめてくださる。
あなたは神さまの手をつかもうとしてはいけない。ただ両手を拡げ信じる
事。信じて飛べばよい。」のだ。

●神があなたを捕らえてくれることを信頼してジャンプすること、これが
「ゆだねる」という意味なのです。「父よ、わが霊を御手にゆだねます」
ということばの中に、完全なる謙遜、完全なる愛、完全なる明け渡し、徹
頭徹尾の信頼と従順が告白されています。御父に対する揺るぎない信頼こ
そイェシュアの生涯に一貫したものでした。ここに信仰の完成者の姿があ
ります。このゆるぎない信頼のかかわりを、ヨハネは「永遠のいのち」と
呼び、23篇では「あなたが ともにおられますから」としています。



４.「恐れません」⑧
●御父に対する御子の完全な信頼と従順こそ、神と人とを結ぶ
いのちの絆であり、「畏れる」ことなのです。イェシュアは受難
を通して、このいのちの絆の栄光を現わして下さったのです。

●人がひとたび「不安と恐れ」の感情に心が支配されるならば、
多くの力を失います。人のうちにある「不安と恐れ」がすべての
考えや行動をうながしていると言っても過言ではあません。「熱
心さ、頑張り」や「親切心、優しさ」の中にも、その内に不安と
恐れが支配していることがあるのです。



5.「あなたが私とともに」①
●「アッター・インマーディー」( דִיעִמָּ  האַתָּ  )という表現を調べてみ
ると、「あなたが私とともにおられます」という表現は聖書ではきわ
めて珍しいのです。主が特定の人に対して「わたしはあなた(あなた
がた)と共にいる」(イサク、ヤコブなど)という表現。あるいは第三
者(指導者、預言者)が人に対して、あるいは民に対して「主があなた
と(あなたがたと)ともにいる」という表現。あるいは、客観的表現と
して「主にある者たちが声をあげて、ともに喜び歌っている」、「兄
弟たちが一つになってともに住む」というのがありますが、人が主に
対して「あなたは私とともにおられる」という臨在の確信はきわめて
少ないのです。しかしこの告白は「わたしはあなたとともにいる」と
いう主の約束に依拠しています。



5.「あなたが私とともに」②
●「あなたが私とともに」という臨在の祝福が、この節のテーマ
です。主の臨在によって、たとえ「死の陰の谷を歩くことがあっ
ても恐れない」と告白しています。先が読めない闇、出口が見え
ない状況、だれも助けることのできない孤独の世界、それはまさ
に死の淵にある状況を意味します。しかしそんな状況にあっても、
「私は恐れない」というのは、人生の逆転をもたらす信仰による
ものです。ちなみに、詩篇130篇の作者は「深い淵から、私はあ
なたを呼び求め」(1節)と主を待ち望んでいます。この「私」は
イェシュアではなく「イスラエルの残りの者」を指しています。



5.「あなたが私とともに」③
●主の臨在の約束とその祝福は、神の一方的な恵みであり、人間
的な功績や資質によらないものです。また決して見捨てられるこ
となく、すべてのことー失敗の痛みや人間の罪や悪さえもーが益
とされるのです。「主がわたしとともにいてくださる」という約
束を信仰によって握らずして、神からの召しを全うすることはで
きません。ダビデもそうであったに違いありません。だからこそ、
「たとい、死の陰の谷を歩むとも、私はわざわいを恐れません」
と告白できたのだと思います。



6.「あなたのむちとあなたの杖」
●「むち」と訳された「シェーヴェト」( בֶטשֵׁ  )は「鞭、つえ、さお、
棒、rod,」などと訳されますが、「杖」と訳された「ミシュエネッ
ト」( עֶנֶתמִשְׁ  )」はほとんど「杖」(staff)と訳されています。前者は
守りのための力の杖であり、後者は導きのための支えの杖です。いず
れにしても、「むち」と「杖」は、神のことばのメタファーです。
「神のことば」が守りにも、そして導きにも用いられたと考えること
ができます。

●「杖」は権威の象徴であり、モーセは神から与えられた杖によって、
神の力を引き出し、イスラエルのための民たちを導きました。紅海渡
渉の時には、その杖を前に出すことよって紅海は二つに分かれました。
荒野においてその杖で石を打てば水が出たのです。



7.「慰め」
●神のことば、それが「慰め」(ナーハム：נָחַם)をもたらすのです。
①「私の慰めです」(新改訳)。②「私を力づける」(新共同訳)
③「わたしに勇気を与える」(関根訳)④「わたしを安心させる」(フランシスコ会訳)
⑤「私を励ます」(岩波訳)
●「慰める」を語根とする有名な人物がいます。ひとりはノア（ ַנֹח）、も
う一人はネヘミヤ(נְחֶמְיָה)です。ノアの父レメクは「主がこの地をのろわ
れたゆえに、私たちは働き、この手で苦労しているが、この私たちに、こ
の子は慰めを与えてくださる」として子どもの名前を「ノア」と名づけら
れました(創世記5章29節)。ネヘミヤも「神は慰める」という意味です。
いずれの場合にも、その慰めの背景には、困難、苦しみ、失望、悲しみ、
恐れの現実があります。こうした背景に神が慰めを与えるべく彼らが登場
しているのです。
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